
ポートとインターフェイスの概要

コントローラと無線ネットワークポートの接続方法を理解するカギとなるのは、ポート、イン

ターフェイス、およびWLANの 3つの概念です。

• ポートについて, 1 ページ

• ディストリビューションシステムポートについて, 2 ページ

• インターフェイスに関する情報, 4 ページ

• 動的 AP管理について, 5 ページ

• WLANについて, 6 ページ

ポートについて
ポートは、コントローラプラットフォーム上に存在し、接続に使用される物理的実体です。コン

トローラには、ディストリビューションシステムポートと、サービスポートの 2種類がありま
す。

図 1：Cisco 5500 シリーズ Wireless LAN Controller のポート
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SFPディストリビューションポートのリンク
LEDとアクティビティ LED

8コンソールポート（RJ-45）3

電源（PS1および PS2）LED、システム
（SYS）LED、およびアラーム（ALM）LED

9USBポート 0および 1（タイプ A）4

拡張モジュールスロット10コンソールポート（ミニ USBタイプ
B）

1つのコンソールポートのみ
を使用できます（RJ-45または
ミニ USB）。 1つのコンソー
ルポートに接続すると、もう

一方のポートは無効になりま

す。

（注）

5

ディストリビューションシステムポートについて
ディストリビューションシステムポートは近接スイッチとコントローラを接続し、これら 2つの
デバイス間のデータパスとして動作します。

ディストリビューションシステムポートの設定に関する制限

• Cisco 5508コントローラには、8個のギガビットイーサネットディストリビューションシス
テムポートが搭載されていて、これらのポートを通じて複数のアクセスポイントを管理で

きます。5508-12モデル、5508-25モデル、5508-50モデル、5508-100モデル、および5508-250
モデルでは、合計 12台、25台、50台、100台、または 250台のアクセスポイントをコント
ローラに joinできます。 Cisco 5508コントローラでは、1つのポートに対するアクセスポイ
ント数の制限はありません。ただし、リンク集約（LAG）を使用するか、ギガビットイー
サネットポートで動的 APマネージャインターフェイスを設定して、ロードバランシング
を自動的に行うことをお勧めします。 100台を超えるアクセスポイントを Cisco 5500シリー
ズコントローラに接続する場合、複数のギガビットイーサネットインターフェイスをアッ

プストリームスイッチに接続するようにしてください。
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Cisco5508コントローラのギガビットイーサネットポートには、次のSX/LC/T
SmallForm-Factorプラグイン（SFP）モジュールを搭載できます。1000BASE-SX
SFPモジュール：LC物理コネクタを使用した 850nM（SX）光ファイバリン
クで 1000 Mbpsの有線接続をネットワークに提供します。1000BASE-LX SFP
モジュール：LC物理コネクタを使用した 1300nM（LX/LH）光ファイバリン
クで 1000 Mbpsの有線接続をネットワークに提供します。1000BASE-T SFPモ
ジュール：RJ-45物理コネクタを使用した銅線リンクで 1000 Mbpsの有線接続
をネットワークに提供します。

（注）

• GLC-SX-MM（1000BASE-SXコネクタ）を最適に機能させるには、自動ネゴシエーション
モードにする必要があります。これは、LC物理コネクタを使用するすべての SFPモジュー
ルが正常に動作するために Cisco 5508シリーズコントローラで自動ネゴシエーションモー
ドに設定される必要があるからです。ただし、Cisco ASRがファイバポートを使用して接続
されている場合、CiscoASRが正常に機能するには固定モードのコネクタが必要であるため、
GLC-SX-MMは、Cisco ASRと Cisco 5508間では機能しません。

•デフォルトでは、各ディストリビューションシステムポートは 802.1Q VLANトランクポー
トです。ポートの VLANトランク特性は設定できません。

一部のコントローラは、コントローラのすべてのディストリビューションシ

ステムポートを1つの802.3adポートチャネルにまとめるリンク集約（LAG）
をサポートしています。Cisco 5500シリーズコントローラは LAGをサポート
します。LAGは Cisco WiSM2内のコントローラで自動的に有効になります。

（注）

•アクセスモードの Cisco WLC設定はサポートされていません。スイッチで Cisco WLCポー
トを設定する場合、Cisco WLCをトランクモードに設定することをお勧めします。

• Cisco FLEX 7500および 8500シリーズコントローラの場合：

• 5秒間のソーク期間後にポートが応答しない場合は、ポートがプライマリおよびアクティ
ブポートであるすべてのインターフェイスが、バックアップが設定されていて正常に稼

働している場合はバックアップポートにフェールオーバーされます。同様に、応答し

ないポートがバックアップポートの場合は、プライマリポートが正常に稼働している

場合はすべてのインターフェイスがプライマリポートにフェールオーバーします。

•応答しないポートが復元されると、60秒のソーク期間が取られ、その後ポートが引き続
き正常に動作していれば、プライマリポートだったこのポートにすべてのインターフェ

イスがフォールバックされます。このポートがバックアップポートであった場合は、

変更は行われません。

• Ciscoワイヤレス LANコントローラ 2500シリーズでスイッチまたはディストリビュー
ションシステムを接続する前に、ポートを設定する必要があります。
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サービスポートについて

Cisco 5500シリーズコントローラは、10/100/1000銅線イーサネットサービスポートも装備して
います。このサービスポートは、サービスポートインターフェイスにより制御され、コントロー

ラの帯域外管理と、ネットワーク障害時のシステム復旧とメンテナンスのために割り当てられて

います。また、これは、コントローラがブートモードのときにアクティブな唯一のポートです。

このサービスポートは 802.1Qタグに対応していないので、近接スイッチ上のアクセスポートに
接続する必要があります。サービスポートの使用は任意です。

CiscoWireless Controller 7510および 8510モデルのサービスポートは 1つのギガビットイーサネッ
トポートです。サービスポートの速度を確認するには、スイッチ上のギガビットイーサネット

ポートにサービスポートを接続する必要があります。

サービスポートには自動認識機能が備わっていません。サービスポートと通信するには、適

切なストレートまたはクロスイーサネットケーブルを使用する必要があります。

（注）

ネットワークのコントローラのサービスポートの同じ VLANまたはサブネットに有線クライ
アントを設定しないでください。サービスポートと同じサブネットまたは VLANに有線クラ
イアントを設定すると、コントローラの管理インターフェイスにアクセスできなくなります。

注意

インターフェイスに関する情報
インターフェイスはコントローラ上の論理的実体です。インターフェイスには、IPアドレス、デ
フォルトゲートウェイ（IPサブネット用）、プライマリ物理ポート、セカンダリ物理ポート、
VLAN識別子、DHCPサーバなど、複数のパラメータが関連付けられています。

次の 5種類のインターフェイスをコントローラで使用できます。これらのうち 4種類は固定で、
セットアップ時に設定されます。

•管理インターフェイス（固定でセットアップ時に設定。必須）

• APマネージャインターフェイス（固定でセットアップ時に設定。必須）

Cisco 5500シリーズコントローラでは APマネージャインターフェイスを設
定する必要はありません。

（注）

•仮想インターフェイス（固定でセットアップ時に設定。必須）

•サービスポートインターフェイス（固定でセットアップ時に設定。任意）

•動的インターフェイス（ユーザ定義）
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通常、管理、APマネージャ、仮想、およびサービスポートの各インターフェイスパラメータ
を定義するには、スタートアップウィザードを使用します。ただし、コントローラが実行さ

れていれば、GUIまたは CLIのどちらかを介して、インターフェイスパラメータを表示し、
設定できます。

（注）

LAGが無効な場合、各インターフェイスは少なくとも 1つのプライマリポートにマッピングされ
ます。一部のインターフェイス（管理および動的）は、オプションのセカンダリ（または、バッ

クアップ）ポートにマッピングできます。あるインターフェイスのプライマリポートに障害が発

生すると、このインターフェイスは自動的にバックアップポートに移動します。また、複数のイ

ンターフェイスを 1つのコントローラポートにマッピングできます。

CiscoWireless LANController 5508シリーズでは、コントローラが 1500バイトを超えるパケットを
長いとしてマークします。ただし、パケットはドロップされません。この回避策は、スイッチ上

のMTUを 1500バイト未満に設定することです。

隔離されたインターフェイスは、[Controller > Interfaces]ページには表示されません。たとえ
ば、6個のインターフェイスがあり、これらの 1つが隔離された場合、隔離されたインター
フェイスは表示されず、他の 5個のインターフェイスの詳細が GUIに表示されます。 GUIの
右上隅に表示される番号から、隔離されたインターフェイスを含むインターフェイスの総数が

わかります。

（注）

インターフェイスの設定に関する注意事項

•ワイヤレスコントローラの各物理ポートには、APマネージャを 1つだけ設定できます。
Cisco 5500シリーズコントローラの場合、AP管理が有効になっている管理インターフェイ
スは、管理またはダイナミック VLANインターフェイスの APマネージャのプライマリであ
るバックアップポートにフェールオーバーすることはできません。

• Cisco 5500シリーズコントローラは、インターフェイスで断片化された pingをサポートしま
せん。

•ポートが、NICチーミング用の設定を備えたVMware ESXiで使用されると、vWLCは接続を
消失することがあります。ただし、しばらくすると仮想ワイヤレス LANコントローラ
（vWLC）は接続を再開します。

動的 AP 管理について
動的インターフェイスはデフォルトではWLANインターフェイスとして作成されます。ただし、
動的インターフェイスは、APマネージャインターフェイスとして設定できます。物理ポートご
とに許可される APマネージャインターフェイスは 1つです。動的 AP管理オプションを有効に
した動的インターフェイスは、コントローラからアクセスポイントへのパケットのトンネル発信
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元、およびアクセスポイントからコントローラへの CAPWAPパケットの宛先として使用されま
す。 AP管理の動的インターフェイスには固有の IPアドレスが必要で、通常は管理インターフェ
イスとして同じサブネットに設定されます。

リンク集約（LAG）が有効化されているときは、APマネージャインターフェイスは 1つだけ
設定することができます。

（注）

コントローラポートごとに別々の動的 APマネージャインターフェイスを設定することをお勧め
します。

WLAN について
WLANは、サービスセット ID（SSID）をインターフェイスまたはインターフェイスグループに
アソシエートします。これは、セキュリティ、Quality of Service（QoS）、無線ポリシーなどその
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他の無線ネットワークパラメータを使って設定されます。コントローラ 1つあたり、最大 512台
のWLANを設定できます。

図 2：ポート、インターフェイス、および WLAN の関係

各コントローラポートの接続は 802.1Qトランクであり、隣接スイッチでもこのように設定する
必要があります。 Ciscoスイッチでは、802.1Qトランクのネイティブ VLANにはタグは付いてい
ません。隣接する Ciscoスイッチでネイティブ VLANを使用するためにインターフェイスを設定
するには、タグなしになるように、コントローラのインターフェイスを設定する必要があります。

VLAN識別子の値が 0の場合（[Controller > Interfaces]ページ）、インターフェイスにタグが付
けられていないことを表します。

（注）

Ciscoスイッチにおいて、デフォルト（タグなし）のネイティブ VLANは VLAN 1です。コント
ローラインターフェイスがタグ付きとして設定されている（つまり、VLAN識別子に 0以外の値
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が設定されている）場合、ネイティブのタグなし VLANではなく、近接スイッチの 802.1Qトラ
ンク設定で VLANを許可する必要があります。

コントローラでは、タグ付きVLANを使用することをお勧めします。また、近接スイッチからコ
ントローラポートへの 802.1Qトランク接続では、関連する VLANのみを許可するようにしてく
ださい。その他の VLANはすべて、スイッチポートトランク設定で無効にするか、プルーニン
グする必要があります。コントローラのパフォーマンスを最適化するには、この慣例はきわめて

重要です。

コントローラがVLANトラフィックを正常にルーティングできるよう、WLANと管理インター
フェイスにはそれぞれ別の VLANを割り当てることをお勧めします。

（注）

   Cisco ワイヤレス LAN コントローラ構成ガイドリリース 8.1
8

ポートとインターフェイスの概要

WLAN について


	ポートとインターフェイスの概要
	ポートについて
	ディストリビューション システム ポートについて
	ディストリビューション システム ポートの設定に関する制限
	サービス ポートについて

	インターフェイスに関する情報
	インターフェイスの設定に関する注意事項

	動的 AP 管理について
	WLAN について


